
令和元年 8月定例高森町教育委員会 会議録 

 

日 時   令和元年 8月 5日（月） 午後 3時～午後 4時 00 分 

場 所   中央公民館学習室 

出席者   教育長      帯刀昇 

      教育長職務代理者 藤田柳治 

      教育委員     宮島元子  鈴木ちほ  湯澤正農夫 

      事務局      福島事務局長・大沢局長補佐・清水局長補佐・松島子ど

も支援係長・寺沢社会教育係長・岩田文化財保護係長・

富田総副園長 

 

１．開会 

２．教育長あいさつ 

広島平和のバス出発式ご参加ありがとうございました。７月３１日の臨時議会によ

り教育長の再任となりました。 

保育園事故検証委員会の報告書が町長へ提出されました。保育園でも保育環境、計

画、マニュアル作りを検証員会の提言も含めて１１月完成めざして進めている。マニ

ュアルを作るだけでなく職員が内容を把握し保育の中で実践できるようにしていきた

い。 

三遠南信サミット参加ありがとうございました。 

教育フォーラム参加ありがとうございました。また、宮島委員には講師を引き受け

ていただきありがとうございました。反省を踏まえ教頭会等でやり方を考えて行きた

いと考えています。 

令和元年度市町村教育委員会と県教育員会との懇談会で文書回答がきている。代議

員が出かけていくときに飯田下伊那からどのような質問要望があるか聞いてそれに対

して県教委の方での回答文書です。市町村教諭連絡協議会と県との話し合いのなかで

示されたので確認をお願いします。 

３．協議・報告事項 

１）教科書採択について 

  教育長資料を基に説明 

  中学校での令和２年度は本年度使っているものと同じものを使い、次の年に新たな選 

定を行いたい。小学校は飯田下伊那全体で採択し高森町でもそれの使用考えて行きたい。 

 

＜質問・意見＞ 

湯沢委員） 

新しい教科書は内容がそんなに変わっていないようだ。九州の一部地域の一般の方



から教科書の内容や採択に意見が出たと聞いたがそういった話は無かったのか。 

 帯刀教育長） 

  その様な話題は出ませんでした。 

藤田職務代理） 

  小学校は来年から新学校指導要領の全面実施となる。アクティブラーニングに関す 

 る授業は特活や総合で主にはやっていくという事であるが、特にそれに関する教科書 

 は小学校ではないのか。 

教育長） 

途中々で手を入れながらグループディスカッションの中で問題を解いていくやり方 

  で行います。 

藤田職務代理） 

  それは、テーマは決まっているのか。 

湯沢委員） 

   例えば、社会科などいくつかテーマを取り出して、そのテーマについてディスカッ

ションを行うような工夫がされている。 

藤田職務代理） 

  それは、例示ですか。 

湯沢委員） 

  あくまでも例示で、こうしなさといったことは言えないから、学習方法に強制力はな

い。 

教育長） 

  高森町教育委員会でもそれを採択するという事でお願いします。 

 

２）各係からの報告 

・学校教育係 

教育フォーラムお世話になりました。３校集まって話す機会が少ないと思うのでや

り方を検討し、今後も進めて行きたいと考えます。 

部活動指導員について７月から動き出しました。年末に実績がでましたら報告しま

す。８月７日 ICT 教育の推進会第１回を開催する。議難波先生のお越しいただき喬木、

豊丘の事例を話してもらい研修の形で行いたい。 

 

＜質問・要望＞ 

 湯沢委員） 

ICT 会議はいろんなメンバーが参加して議論するわけだが、高森町の方向性を考えて

おいたほうが良くはないか。 

 



・子ども支援係 

   保育園建設の意見交換会の開催について、昨年度の高森町臨時議会に於いて町長か 

  ら高森町保育園の在り方についてあいさつの中で、こども子育て会議での検討結果、

吉田、みつば保育園の園舎の建替え、吉田河原保育園を含めた５園を４園にしていく

方向性を決定していただき、その結果を町でも尊重し、その方向で事業を進めていく

事を話しました。本年度に入り吉田河原保育園から、園舎の老朽化に伴い吉田地域を

補える場所に移転したいとの意向が示されました。この意向により吉田地域の意見を

聞く中で吉田河原保育園に吉田地域全体を包括した保育園を担って頂こうと考えてい

ます。それに伴い、下市田上段にみつば保育園の新しい園舎の建築する事にさせてい

ただき、運営の体制、私立なのか公立なのか、また規模等、地域と話し合いながら進

めて行きたいと考えている。町の方向性を決めさせて貰ったので、保護者説明会、意

見交換会を開催する予定になっています。 

 

＜質問・要望＞ 

藤田職務代理） 

新聞だとみつば保育園は町が移転新築を行うことになっているが実際はどうなのか。 

 福島事務局長） 

  現地建替えはしません。 

藤田職務代理） 

 子ども子育て会議の時には町が設置して民営化する、指定管理なり譲渡なりを行う説 

 明があったと思うが実際はどうか。 

 福島事務局長） 

  民営化をベースとして進めて行くので、設置等も民間が実施します。 

 湯沢委員） 

  「みつば」は今の場所ではないところへ新築する、「吉田」はなくなってしまうが「吉

田河原」移転によりがそれに代わるという事でよいか。また、「吉田河原」の移転費用は

「吉田河原」が負担するという事でよいか。 

 福島事務局長） 

  そのとおりです。 

藤田職務代理） 

子ども子育て会議、教育委員会でこども子育て会議の資料その都度提供して、意見を

出してもらうことも必要、こども子育て会議だけではなく、教育委員会の意見も必要、

考え方に対するディスカッションも必要、こども子育て５ケ年計画案が概ねできてしま

った段階で定例教育委員会に意見や承認を求められても修正のしようがない。教育委員

の意見が出せる機会を設けてほしい。 

福島事務局長） 



そのようにしたい。 

湯沢委員） 

保護者説明会に教育委員は出た方が良いのか。 

福島事務局長） 

町の説明会なので必ずしも出席をお願いすることでありません。 

藤田職務代理） 

通園区は高森は無いですが、出原はみつばのエリアに入っているのか。 

 福島事務局長） 

  実際は吉田に通っている場合が多いです。 

湯沢委員） 

建替え先の土地について土地所有者等地域の意見や、歩いて通える等保護者の意 

見も多いと思う。場所についてはできるだけ早めに情報提供をして欲しい。 

 

・社会教育係 

国体のカヌーが内定してきている。建設の方は建設課のかわまちプロジェクトで行 

い、運営は教育委員会で行っていきます。 

 

＜質問・要望＞ 

藤田職務代理）  

天竜川上流管理事務所も了承している事案なのか。 

福島事務局長） 

そのとおりです。 

帯刀教育長） 

ビーチバレーはまだ決定していないところに入っている。そのうち、決定先が発表さ

れ 

ると思います。 

藤田職務代理） 

ビーチバレーはどこの市町村が手をあげているのか分からないのか。 

帯刀教育長） 

決定が出るまでどこの市町村になるのか教えてもらえません。 

 

・給食センター 

調理部門民間委託について意見の募集を行ったかが意見がなかった。運営審議会で 

  募集要項を審議していただき、問題がなければ９月から委託先の募集を行いたい。 

 

＜質問・要望＞ 



藤田職務代理） 

従業者募集とあるが今の通常職員はどうなるのか。募集とは公か。 

大沢係長） 

現職員を優先採用して足らない部分を募集する形にしたい。 

湯沢委員） 

手を挙げる委託業者は複数件ある見込みなのか。 

大沢係長） 

少なくても３から４業者申出のある予定です。 

 

４．その他 

＜質問・意見＞ 

 藤田職務代理） 

会議録について教育委員会の職員が当番で作成している。要約の要約になり自分で 

 も発言の全てを承知しているとは限らない。多くの自治体では議会で音声を文章に変

えるソフトウェアを使用していると思われ、議事録作成するのにかなり楽になると思

うので音声を文章に帰るソフ 

 トウェアを使用した方が良いのではないか。 

福島事務局長） 

議会は子育てのお母さん方が登録している委託先にテープ起こしを依頼しています。 

 藤田職務代理） 

  テープ起こししてもらうのに結構な金額が掛かる。文字変換ソフトを使用した方が 

 長い目で見ると働き方改革に繋がっていくのではないのか。 

事務局長） 

   議会がどのようにやっていて、金額がどのくらい掛かっているのか確認します。 

 

宮島委員） 

新聞に教員が足らなくて、臨時で埋めるのも大変で、専門外のところを教えている

報道があるが身近には起こっているのか。 

帯刀教育長） 

臨時職員の採用に対しては苦労しています。持ち駒がない中で何とかしないといけ 

  ないという現状です。 

藤田職務代理） 

民間は合理化が無理なら社員を採用するが、教員・公の世界は予算を伴うのなかな

かではそう言う訳にはいかない。 

湯沢委員） 

   少子化で子供が減っているのに教員を正規採用してしまうと教員があふれてしまう 



   ので新規採用を抑えている。また、法改正を通して定年を先延ばしにし人材を確保

する。そのために若い方の採用を控えるといった考え方もある。その結果、正規雇用

を抑えて講師対応、非常勤対応ということになるが個人的な事由等で途中退職した場

合は、その代替者を探すのはなかなか難しい。 

帯刀教育長） 

 その様な状況なので、若い方が自分の専門外の分野に講師で行くといった事もある。 

鈴木委員） 

６５歳定年に定年を上げる事で若い方が採用されないのは何故か。 

湯沢委員） 

必要な人員数が決まってしまうので、定年の年齢が法的に上がってしまえば人員が 

 減らないので、若い方の採用する枠がなくなる。 

藤田職務代理） 

再任用は積極的に行っているのか。 

帯刀教育長） 

フルタイムは少ないが半日採用は結構多数行われています。 

  

４．閉会 

 


